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2025 年８月期第２四半期連結業績予想及び 

通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、本日開催の取締役会において、最近の業績の動向等を踏まえ、2024 年 10 月 15 日に公表いたしま

した 2025 年８月期第２四半期累計期間連結業績予想及び通期連結業績予想を、以下のとおり修正すること

といたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2025 年８月期第２四半期連結業績予想及び通期連結業績予想の修正について 

（１）2025 年８月期第２四半期連結業績予想の修正（2024 年９月１日～2025 年２月 28 日） 

 

【連結】                                    （単位：百万円・％） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 
帰属する中間 
純 利 益 

１ 株 当 た り 
中 間 純 利 益 

前回発表予想(A) 7,734 337 454 295 38円58銭 

今回修正予想(B) 7,506 168 337 143 18円78銭 

増減額(B－A) △228 △169 △117 △151 － 

増減率（％） △2.9 △50.1 △25.8 △51.3 － 

（参考）前期第２四半期実績 
（2024年８月期第２四半期） 

7,776 419 542 317 41円51銭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）2025 年８月期通期連結業績予想の修正（2024 年９月１日～2025 年８月 31 日） 

 

【連結】                                    （単位：百万円・％） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に 
帰属する当期 
純 利 益 

１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

前回発表予想(A) 16,200 900 1,200 780 101円83銭 

今回修正予想(B) 15,600 300 700 380 49円61銭 

増減額(B－A) △600 △600 △500 △400 － 

増減率（％） △3.7 △66.7 △41.7 △51.3 － 

（参考）前期通期実績 
（2024年８月期） 

15,463 578 878 597 77円99銭 

 

２．修正の理由 

（１）第２四半期連結業績予想 

当社の主力事業であるパレット等物流機器のレンタルは、輸送用につきましては、「物流の 2024 年問

題」の起因となるトラックドライバーの時間外労働を制限する働き方改革関連法の適用が 2024 年４月 1

日から開始となったことにより、荷待ちや荷役時間の短縮に有効なレンタル方式によるパレット輸送の

需要は高まると見込み、「運べなくなるリスク」がなかなか顕在化しない中でも、当社が取り組んでい

る家庭紙パレット共同利用研究会やフローズン業界でのパレット輸送は順調に推移しております。一方

で保管用につきましては、円安による輸入量の減少や物価上昇に伴う個人消費低迷による在庫量の減少

など、物量の減少傾向が続いており、保管用の需要は当初の計画を下回り、対前年でほぼ横ばいに推移

しております。保管用の状況は、下期以降も継続するものと見込んでおります。コネクティッド事業に

つきましては、ICT、ビークルソリューションともに当初計画の通りに推移しております。 

費用面においては、順調な輸送用需要に対応するために、パレット購入枚数が増加したことによる減

価償却費の増加、DX タグの商品評価損の計上、第 1 四半期に発生した一過性の人件費など、当初の計画

を上回る費用を計上しております。利益面においては、当初の計画を上回る受取補償金を計上しており、

通期でも計画を上回る見込みです。 

以上の結果、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益が前回発表の予想を下

回る見込みとなりました。これらを踏まえて 2025 年８月期第２四半期連結業績予想を修正いたします。 

 

（２）通期連結業績予想 

当社の主力事業であるパレット等物流機器のレンタルは、輸送用につきましては、家庭紙パレット共

同利用研究会やフローズン業界でのパレット輸送に加え、紙加工品のパレット輸送が本格化する見込み

となっており、当初の計画を上回り順調に推移するものと見込んでおりますが、保管用につきましては、

（１）に記載したとおり、保管用の需要低迷は継続し、当初の計画を下回る見込みです。なお、昨今の

エネルギーコストや人件費の増加によるデポ運営費用の増加を吸収するため進めているレンタル単価へ

の転嫁は、下期に本格的な効果が現れる見込みです。コネクティッド事業については、ICT、DX タグ、ビ

ークルソリューションともに下期の新規受注を見込んでおりましたが、それぞれ受注額が減少しており、

通期では当初の計画を下回る見込みです。 

費用面においては、従来より手がけている輸送用需要に加え、今後、本格化する見込みの紙加工品向

けの新規パレットを購入するなど、引き続き輸送用需要に対応するためにパレット購入枚数が増加する

ことから、減価償却費が増加する見込みです。利益面においては、受取補償金が当初の想定を上回る見

込みです。 

以上の結果、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益の予想値が前回発表の

予想を下回る見込みとなりました。これらを踏まえて 2025 年８月期通期連結業績予想も併せて修正いた

します。 



 

３．配当予想について 

今回の業績予想の修正に伴う、期末の配当予想の変更はありません。 

 

（注）本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述につきましては、当社が現在入手している情報及び

合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績は経済状況の変化、市場環境の変化及び他

社との競合等様々な要因によって異なる場合があります。 

以 上 

 


